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六
朝
初
唐
の
詠
松
詩
に
つ
い
て

－

i
王
勃
と
劉
希
夷
に
お
け
る

の
源
流
を
め
ぐ
っ
て
｜

「
澗
底
の
松
」

中

尾

郎

健

は
し
が
き

古
代
よ
り
中
国
で
は
、
松
は
君
子
の
樹
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
論
証
巴
子
竿
篇
に
「
歳
寒
に
し
て
、
然
る
後
、
松
柏
の
後
れ
て
凋
む
を
知

る
」
、
『
礼
記
』
札
器
篇
に
「
其
れ
人
に
在
る
は
、
竹
箭
の
笥
あ
る
が
ご
と
く
、
松
柏
の
心
あ
る
が
ご
と
し
。
：
：
：
故
に
四
時
を
貫
い
て
柄

を
改
め
葉
を
易
え
ざ
る
な
り
」
と
い
っ
た
語
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
『
荘
子
』
譲
王
篇
に
も
孔

子
説
話
が
見
え
、
「
天
寒
既
に
至
り
、
霜
雪
既
に
降
る
。
五
口
れ
是
れ
を
以
て
松
柏
の
茂
る
を
知
る
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
困
難

に
遭
遇
し
て
も
そ
の
姿
を
変
え
な
い
節
操
の
高
さ
が
、
君
子
の
生
き
ざ
ま
に
喰
え
ら
れ
る
樹
で
あ
る
。

こ
う
し
た
君
子
の
樹
で
あ
る
松
は
、
自
然
、
詩
の
題
材
と
な
り
う
る
。
松
を
詠
う
詩
を
扱
っ
た
先
行
研
究
に
は
、
辺
土
名
朝
邦
氏
の

「
中
国
の
隠
者
陶
淵
明
『
孤
松
』
考
」
（
『
活
水
日
文
』
第
一
一
一
号
、
一
九
八
五
）
が
あ
る
。
論
文
の
冒
頭
に
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
に
見
え
る

な

で

な

で

「
孤
松
を
撫
つ
つ
盤
桓
と
し
て
た
ち
も
と
お
る
」
（
同
論
文
一
四
頁
）
の
箇
所
を
挙
げ
、
孤
松
を
撫
る
陶
淵
明
の
内
面
世
界
、
及
ぴ
陶
詩
に
詠

わ
れ
た
松
と
そ
の
源
流
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
氏
が
取
り
あ
げ
て
い
る
松
を
詠
う
詩
は
論
文
の
性
格
上
、
基
本
的
に
陶
淵

明
の
孤
松
へ
と
連
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
陶
淵
明
以
前
の
詩
賦
に
は
劉
禎
「
贈
従
弟
」
其
二
（
「
文
選
」
巻
二
三
一
）
や
潜
岳
「
西
征
賦
」

日
吋
U

1
1
よ



（
『
文
選
』
巻
一

O
）
等
を
除
き
、
陶
淵
明
の
松
と
系
統
を
異
に
す
る
も
の
は
取
り
あ
げ
て
お
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
松
は
君
子
の
樹
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
有
用
な
人
材
た
る
臣
下
に
比
輸
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
『
文
選
』
所
収
の
「
古

詩
（
去
者
日
以
疎
）
」
（
「
文
選
』
巻
二
九
）
に
は
「
松
柏
擢
か
れ
て
薪
と
為
る
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
『
文
選
』
の
注
釈
者
の
一
人
で
あ
る
張

銑
は
こ
れ
に
「
年
代
の
久
し
く
遠
く
し
て
主
無
き
を
謂
う
」
）
と
注
す
る
。
張
銑
の
注
が
当
を
得
て
い
る
な
ら
、
松
柏
を
有
用
の
人
材
に
喰

え
る
発
想
は
、
漢
代
に
は
芽
ば
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
o

筆
者
は
、
松
を
有
用
な
人
材
に
比
擬
す
る
詠
松
誌
は
西
晋
の
左
思
に
始
ま
り
、

そ
の
後
、
東
晋
の
劉
現
の
詩
に
展
開
さ
れ
て
初
唐
に
至
り
、
人
材
登
用
の
気
運
の
勃
興
と
絡
み
あ
っ
て
、
王
勃
の
「
澗
底
寒
松
賦
」
及
ぴ

劉
希
夷
「
孤
松
篇
」
に
結
実
し
た
と
考
え
る
。
以
下
、
貌
晋
よ
り
初
唐
へ
と
継
承
さ
れ
る
、
人
材
の
表
象
と
し
て
の
松
に
関
す
る
詠
松
詩

や
詠
松
賦
を
取
り
上
げ
、
そ
の
発
展
と
文
学
上
の
意
義
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

六
朝
期
の
詠
松
詩

ハ
u
q
L
 

（
ご
左
恩
（
二
五
三
？
i
三
O
七
？
）

西
晋
の
人
、
左
思
は
寒
門
出
身
の
人
で
あ
る
。
彼
の
「
詠
史
」
詩
に
は
、
貌
の
劉
禎
が
「
贈
従
弟
」
其
二
に
お
い
て
、
歳
寒
に
耐
え
る

山
上
の
松
を
詠
っ
た
の
と
対
照
的
に
、
谷
底
の
松
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
不
遇
を
か
こ
つ
寒
門
出
身
者
の
表
象
で
あ
る
。

離
離
山
上
苗

欝
替
澗
底
松

替
欝
た
り
澗
底
の
松
、
離
離
た
り
山
上
の
苗

以
彼
径
す
茎

地
勢
使
之
然

由
来
非
一
朝

彼
の
径
寸
の
茎
を
以
て
、
此
の
百
尺
の
僚
を
蔭
う

ふ

世
胃
は
高
位
を
踊
み
、
英
俊
は
下
僚
に
沈
む

之
を
し
て
然
ら
し
む
、
由
来

地
勢

一
朝
に
あ
ら
ず

蔭
此
百
尺
候

世
胃
踊
高
位

英
俊
沈
下
僚



金
張
籍
旧
業

旧
業
を
籍
み
、
七
葉

漢
紹
を
現
す

七
葉
商
漢
紹

／＼ 
豆乙

張

病
公
山
豆
不
偉

量
に
偉
な
ら
ざ
ら
ん
や
、
白
首
ま
で
招
か
れ
ず

白
首
不
見
招

鴻
公

（
西
晋

「
詠
史
」
其
二

『
文
選
」
巻
一
一
一
）

左
思

の
注
釈
者
の
一
人
で
あ
る
日
延
済
は
、
こ
の
詩
に
「
彼
れ
は
山
苗
を
謂
い
て
世
胃
に
喰
え
、
此
れ
は
澗
松
を
謂
い
て
英
俊
に

喰
う
」
と
注
す
る
。
「
澗
底
の
松
」
と
「
山
上
の
苗
」
と
を
寒
門
の
英
俊
と
貴
族
の
子
弟
と
に
喰
え
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同

じ
く
『
文
選
』
の
注
釈
者
の
一
人
で
あ
る
李
善
は
、
詩
の
第
九
・
十
句
に
『
漢
書
』
を
引
き
、
前
漢
の
金
日
硝
、
張
湯
の
子
孫
が
代
々
貴

顕
の
家
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
と
注
し
、
ま
た
、
最
終
句
に
は
萄
悦
『
漢
紀
』
を
引
き
、
祷
唐
が
老
人
に
な
っ
て
よ
う
や
く
郎
中
署
長

に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
と
注
す

h
r
呂
延
済
や
李
善
の
注
に
し
た
が
え
ば
、
左
思
は
、
門
地
の
低
い
自
分
が
野
に
埋
も
れ
、
門
関
の
子
弟

が
栄
華
を
極
め
て
い
る
と
い
う
時
勢
や
、
祷
唐
が
年
老
い
て
よ
う
や
く
宮
中
に
招
か
れ
た
の
に
ひ
き
替
え
、
自
分
自
身
は
白
髪
頭
に
な
っ

て
も
ま
だ
招
か
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
不
満
な
ど
を
訴
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
終
句
の
「
白
首
ま
で
招
か
れ
ず
」
と
同
様
の
内
容

あ

あ

な

ん

じ

み

ち

は
、
老
年
の
作
と
思
わ
れ
る
「
白
髪
賦
」
に
も
詠
わ
れ
て
お
り
、
「
苔
、
爾
白
髪
、
世
の
途
を
観
る
に
、
栄
を
追
わ
ざ
る
な
く
、
貴
き
は

華
や
ぎ
、
賎
し
き
は
枯
る
」
と
詠
う
く
だ
り
に
、
や
は
り
「
山
苗
」
と
「
澗
松
」
と
に
類
似
す
る
表
現
が
見
え
る
。
ま
た
、
賎
し
い
身
分

の
ま
ま
年
老
い
て
ゆ
く
こ
と
の
悲
哀
が
看
て
と
れ
る
。
こ
う
し
た
嘆
き
は
、
寒
門
出
身
で
あ
っ
た
左
思
の
倍
倣
と
上
昇
志
向
の
裏
返
し
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
左
思
は
不
遇
な
自
身
を
松
に
仮
託
し
、
自
ら
を
優
秀
な
人
材
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
ま
だ
、

人
材
を
木
材
に
な
ぞ
ら
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
試
み
は
左
思
よ
り
少
し
遅
れ
て
、
東
晋
の
劉
現
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

『
文
選
』

合
己
劉
現
（
二
七
一

1
二
二
八
）

西
晋
か
ら
東
晋
に
か
け
て
活
躍
し
た
劉
現
は
、
左
思
と
同
様
に
自
身
を
松
に
比
擬
し
て
い
る
。
人
材
の
比
喰
で
あ
る
松
と
棟
梁
と
を
結

1
1ょっ山
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南
山
石
崖
鬼

び
つ
け
て
詠
う
最
初
の
例
で
あ
る
。

松
柏
何
離
離

上
枝
払
青
雲

洛
陽
発
中
梁

斧
鋸
裁
是
松

持
作
四
輪
車

観
者
莫
不
歎

’vr
E
1
2
P
J
J
H
H
コb
M
己
え
に
戸
】

弓
削
ムH
問
中
古
久
か
諮

ιι

被
之
用
丹
漆

本
自
南
山
松

中
心
十
数
囲

松
樹
縞
自
悲

松
樹
東
西
捲

載
至
洛
陽
宮

問
是
何
山
材

公
輸
与
魯
班

薫
用
蘇
合
香

今
為
宮
殿
梁

南
山

洛
陽

石
屋
鬼
た
り
、
松
柏

何
ぞ
離
離
た
る

上
枝

十
数
回
あ
り

青
雲
を
払
い
、
中
心

斧
鋸

是中
の梁
松発
をし
裁き
り松
、樹

松
樹

東
西
に
擢
く

縞
か
に
自
ら
悲
し
む

観
る
者

持
し
て
四
輪
の
車
を
作
り
、
載
せ
て
洛
陽
の
宮
に
至
る

歎
か
ざ
る
な
く
、
問
う
ら
く
は
是
れ
何
れ
の
山
の
材
ぞ
と

誰
か
よ
く
此
れ
を
刻
鎮
せ
ん
、
公
輸
と
魯
班
と
あ
り

」
れ
を
被
う
に
丹
漆
を
用
い
、
薫
ず
る
に
蘇
合
の
香
を
用
う

-22 -

本
南
山
の
松
よ
り
し
、
今
は
宮
殿
の
梁
と
な
る

劉

現

「

扶

風

歌

（

艶

歌

行

）

」

木

部

柏

所

引

）

こ
の
詩
の
第
二
匂
に
は
「
松
柏
」
の
二
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
第
六
・
八
句
に
「
松
樹
」
、
第
七
・
十
七
句
に
「
松
」
字
が
見
え
、

（
西
晋

『
義
文
類
取
水
』
巻
八
八

「
柏
」
の
字
は
他
に
は
用
い
ら
れ
な
い
た
め
、
実
際
は
松
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伐
採
さ
れ
る
こ
と
を
悲
し
む
南
山
の
松
は
、
自

身
の
身
を
切
ら
れ
る
苦
痛
を
述
べ
、
ま
た
、
こ
れ
を
観
る
人
も
同
情
を
禁
じ
得
な
い
、
と
い
う
。

劉
現
以
前
に
松
の
感
情
を
詠
う
も
の
は
あ
ま
り
例
を
見
な
川
r

し
か
し
、
劉
現
の
「
艶
歌
行
」
と
内
容
の
似
か
よ
っ
た
作
品
が
あ
る
。

漢
代
の
作
と
見
ら
れ
る
古
楽
府
「
予
章
行
」
で
あ
る
。
白
楊
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
欠
字
の
あ
る
聯
を
除
い
て
あ
げ
る
と
、

白
楊
初
生
時

上
葉
摩
青
雲

涼
秋
八
九
月

乃
在
予
章
山

下
根
通
黄
泉

山
客
持
斧
斤

白
楊

初
め
て
生
ぜ
し
時
、
乃
ち
予
章
の
山
に
在
り

上
葉
は
青
雲
を
摩
し
、
下
根
は
黄
泉
に
通
ず

i尽
秋

八
九
月
、
山
客

斧
斤
を
持
つ

qir03
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（
中
略
）

根
株
巳
断
絶

顛
倒
巌
石
間

大
匠
持
斧
縄

鋸
墨
斉
両
端

一
駆
四
五
里

枝
葉
相
自
指

（
中
略
）

身
在
洛
陽
宮

根
在
予
章
山

多
謝
枝
与
葉

何
時
復
相
連

中
略
）

何
意
万
人
巧

使
我
離
根
株

根
株

す
で己
に
断
絶
し
、
巌
石
の
聞
に
顛
倒
す

大
匠

斧
縄
を
持
ち
、
鋸
墨

両
端
を
斉
し
く
す

一
た
び
駆
け
る
こ
と
四
五
里
、
枝
葉

す

相
い
自
ず
か
ら
損
つ

身
は
洛
陽
の
宮
に
在
り
、
根
は
予
章
の
山
に
在
る

枝
と
葉
と
、
何
時
か
復
た
相
い
連
な
ら
ん

多
謝
すお

も

何
ぞ
意
わ
ん

万
人
の
巧
の
、
我
を
し
て
根
株
と
離
れ
し
め
ん
と
は

q
J
 

円
ノ
“

『
楽
府
詩
集
』
巻
三
四
、
相
和
歌
辞
）

（
古
楽
府
「
予
章
行
」

ア
i
サ
i
・
ウ
ェ
イ
リ
l
氏
は
、
こ
の
楽
府
に
は
離
別
の
主
題
と
と
も
に
、
国
家
の
必
要
を
み
た
す
た
め
に
盛
り
の
う
ち
に
断
ち
切
ら

れ
る
と
い
う
主
題
が
あ
る
と
述
べ
る
怜
そ
う
で
あ
れ
ば
、
白
楊
と
松
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
劉
現
の
「
艶
歌
行
」
は
「
予
章
行
」
を

継
承
し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
西
晋
の
滅
亡
後
、
東
晋
の
将
軍
と
し
て
重
用
さ
れ
た
劉
現
の
松
と
、
国
家
に
徴
用
さ
？
れ
、
知

友
と
引
き
離
さ
れ
る
人
々
の
寓
意
で
あ
る
白
楊
と
は
、
国
家
に
役
立
て
ら
れ
る
と
い
う
面
で
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
劉
現
の
「
艶
歌
行
」
と
「
予
章
行
」
と
の
間
に
は
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
者
の
松
が
「
棟
梁
」
に
加
工
さ
れ
、

そ
の
役
割
に
甘
ん
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
棟
梁
」
を
国
家
の
枢
要
の
人
物
に
喰
え
る
語
は
、
『
呉
越
春
秋
』
に
見
え
い
が
）
O

ま
た
、
筆
者
は
以

前
、
西
晋
の
司
馬
彪
の
「
贈
山
瀧
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
四
）
を
取
り
あ
げ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
玲
公
輸
般
等
の
名
工
は
執
政
の
比
聡
で

あ
る
。
「
予
章
行
」
の
作
者
が
も
っ
ぱ
ら
徴
用
さ
れ
、
知
友
と
別
れ
る
こ
と
の
悲
し
み
を
詠
う
の
と
異
な
り
、
劉
現
は
自
分
が
重
用
さ
れ

た
こ
と
を
、
棟
梁
の
松
に
比
擬
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
劉
現
の
「
艶
歌
行
」
に
は
、
「
松
樹
、
縞
か
に
自
ら
悲
し
む
」
と
、
松
が
悲
し
む
こ
と
が
詠
わ
れ
る
が
、
松
が
棟
梁
に
甘

ん
じ
る
こ
と
を
詠
う
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
思
う
に
、
そ
れ
は
、
劉
現
が
個
人
の
感
情
よ
り
も
、
国
家
の
利
益
を
優
先
さ
せ
た
か

ら
で
あ
る
。
『
文
選
』
に
は
、
劉
現
が
か
つ
て
の
部
下
で
あ
っ
た
慮
謹
に
宛
て
た
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
、
「
夫
れ
才
の
世
に

も
ち
（
凶
）

生
ず
れ
ば
、
世
実
に
才
を
須
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
人
材
が
生
ま
れ
れ
ば
、
天
下
は
そ
の
人
材
を
活
用
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

東
晋
の
将
軍
職
に
あ
る
劉
現
が
、
自
分
自
身
を
人
材
と
見
な
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
劉
現
の
忠
誠
心
は
、
中
原
を
去

り
、
東
南
の
建
康
（
現
在
の
南
京
）

ま

さ

ひ

ら

臣
当
に
首
は
戎
行
を
啓
き
、
身
は
士
卒
に
先
ん
ず
べ
し
。
臣
と
二
虜
と
は
、
勢
い
並
び
立
た
ず
。
（
劉
）
聡
・
（
石
）
勅
を
桑
せ
ず

こ

い

ね

が

た

の

お

ん
ば
、
臣
に
帰
る
志
な
し
。
庶
わ
く
は
陛
下
の
威
霊
を
恵
み
、
微
意
を
し
て
獲
展
せ
し
め
ん
。
然
ら
ば
後
、
頭
を
慣
と
し
て
固
に
謝

し
、
没
す
と
も
恨
み
な
し
。

へ
と
逃
れ
た
元
帝
に
奉
じ
た
上
奏
文
に
現
れ
て
い
る
。

（
『
晋
書
』
巻
六
二
、
劉
現
伝
所
収
「
表
」
）

d
斗
A
q
L
 

西
晋
を
壊
滅
せ
し
め
た
夷
秋
を
さ
ら
し
首
に
す
る
ま
で
帰
る
つ
も
り
は
な
く
、
ま
た
、
望
み
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
死
ん

で
も
恨
ま
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
身
を
殺
し
て
も
忠
誠
を
尽
く
す
と
い
う
劉
現
の
姿
勢
が
、
伐
採
さ
れ
よ
う
と
も
棟
梁
の
任
に
甘
ん

じ
る
松
に
通
底
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
劉
現
が
詠
っ
た
棟
梁
の
任
に
堪
え
う
る
松
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
唐
代
の
詩
人
へ
と
受

け
継
が
れ
て
い
く
。
彼
の
「
艶
歌
行
」
は
、
人
材
を
棟
梁
に
喰
え
る
表
現
の
先
艇
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
左
思
、
劉
混
の
詠
松
詩
を
取
り
あ
げ
て
、
貌
晋
期
に
お
け
る
詠
松
詩
の
特
徴
あ
る
典
型
と
見
な
し
た
。
こ
れ
以
降
、
六
朝
の
詩

賦
に
詠
松
の
作
は
少
な
く
な
い
問
、
左
思
の
よ
う
に
不
遇
な
自
身
を
松
に
仮
託
し
て
詩
を
詠
ん
だ
も
の
に
は
、
梁
の
呉
均
が
い
る
に
過
ぎ

な
い
。
そ
の
他
は
概
ね
、
松
を
君
子
に
喰
え
て
詠
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
も
の
か
、
移
ろ
い
ゆ
く
自
身
と
常
緑
の
松
と
を
対
比
さ
せ
、
人
生

の
惨
さ
を
詠
っ
た
も
の
か
で
あ
幻
o

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
辺
土
名
氏
が
前
掲
論
文
で
論
じ
た
貌
晋
期
の
松
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
左
思
と
劉

現
、
及
び
呉
均
を
除
け
ば
貌
晋
以
降
も
ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。
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さ
ら
に
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
六
朝
の
詠
松
詩
に
は
、
も
う
一
つ
特
徴
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
自
身
を
棟
梁
に
喰
え
る
詩
、

つ
ま
り
劉
現
の
詠
松
詩
に
類
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
東
晋
の
衰
宏
に
棟
梁
た
る
松
を
詠
じ
た
前
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
除
い
て
棟
梁
の
松
を
詠
う
詩
は
ま
っ
た
く
な
い
。

た
だ
、
賦
に
お
い
て
は
例
外
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
南
斉
謝
眺
の
「
高
松
賦
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
『
詩
経
』
の
魯
煩
悶
宮
に
見

お

お

め

え
る
「
但
旅
の
松
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
「
乃
ち
己
を
屈
し
、
以
て
弘
い
に
用
い
ら
る
れ
ば
、
大
壮
を
雲
台
に
構
え
ん
。
幸
い
君
子
に
翫

で
ら
れ
、
神
心
を
留
め
て
懐
を
顧
み
る
」
、
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
賦
が
作
ら
れ
た
当
時
、
謝
眺
は
「
寛
陵
の
八
友
」
と
呼
ば
れ
る
寛
陵
王

粛
子
良
の
詩
客
で
あ
っ
た
。
謝
眺
が
自
身
を
松
に
な
ぞ
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
高
松
賦
」
に
、
「
屈
己
」
の
二
字
を
用
い
る
の
は
宮
仕
え

の
苦
し
み
を
言
い
、
ま
た
、
幸
い
君
子
に
愛
で
ら
れ
る
と
詠
う
の
は
、
寛
陵
王
に
詩
客
の
身
分
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ

ろ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
君
子
に
賞
玩
さ
れ
る
こ
と
を
幸
い
と
し
な
が
ら
、
松
が
大
建
築
に
利
用
で
き
る
有
用
の
材
で
あ
る
、
と
主
張

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
に
、
自
分
は
国
家
を
担
う
才
覚
が
あ
る
、
と
い
う
謝
眺
の
自
負
が
見
て
と
れ
る
。
棟
梁
を

詠
う
詠
松
詩
が
ほ
と
ん
ど
無
い
東
晋
以
後
、
謝
眺
の
「
高
松
賦
」
は
、
劉
現
の
「
艶
歌
行
」
と
初
唐
詩
人
の
詠
松
詩
と
を
繋
げ
る
役
割
を

F
h
d
 

q
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果
た
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
章
に
は
、
初
唐
の
詩
人
た
ち
が
、
左
思
及
び
劉
現
の
詠
松
詩
を
継
承
し
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
の
詠
松
詩
と
は
異
な
る
傾
向
を
生
み
出

し
た
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。
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初
唐
期
の
詠
松
詩

（
ご
王
績
（
五
八
五
i
六
四
四
）

王
勃
（
六
四
七
l
六
七
五
）

陪
か
ら
初
唐
に
か
け
て
の
詩
人
、
王
績
は
陶
淵
明
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
詩
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
村
昌
彦
氏
が
「
隠
逸
詩
人
王

績
の
自
己
矛
盾
」
（
『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
二
十
八
巻
、
一
九
九
O
）
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
彼
は
単
な
る
陶
淵
明
の
模
倣
者
で
は
な
く
、

晩
年
に
至
る
ま
で
、
出
仕
と
隠
遁
と
の
間
で
葛
藤
が
あ
っ
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
老
年
に
あ
っ
て
は
老
荘
思
想
が
重
ん
じ
ら
れ
た

よ
う
で
あ
切
、
そ
の
詠
松
詩
は
陶
淵
明
「
飲
酒
」
其
八
と
同
様
に
、
歳
寒
の
孤
松
を
詠
う
。

松
は
生
ず
北
巌
の
下
、
由
来
人
径
絶
ゆ

葉
を
布
き
て
雲
畑
を
拍
い
、
根
を
挿
し
て
巌
穴
を
擁
す

松
生
北
巌
下

布
葉
摘
雲
畑

自
言
生
得
地

何
時
畏
斧
斤

風
驚
西
北
枝

不
知
歳
月
久

藤
羅
上
下
砕

行
当
廃
嫡
尽

寧
関
匠
石
顧

衰
盛
自
有
期

寄
言
悠
悠
者

由
来
人
径
絶

挿
根
擁
巌
穴

濁
負
歳
寒
潔

幾
度
経
霜
雪

電
損
東
南
節

稿
覚
枝
僚
折

枝
幹
縦
横
裂

坐
共
灰
燈
滅

山
豆
為
王
孫
折

聖
賢
未
嘗
屑

無
為
嵯
大
量

生
ず
る
に
地
を
得
た
り
、
独
り
歳
寒
の
潔
を
負
う
と

何
時
ぞ
斧
斤
を
畏
れ
ん
、
幾
度
か
霜
雪
を
経
ん

p
h
u
 
つμ

自
ら
言
、
っ

風
は
西
北
の
枝
を
驚
か
し
、
電
は
東
南
の
節
を
損
な
う

ょ、つや

歳
月
の
久
し
く
し
て
、
精
く
枝
僚
の
折
る
る
を
覚
え

知
ら
ず

藤
嘉
は
上
下
に
砕
け
、
枝
幹
は
縦
横
に
裂
く

そ
ぞ

行
く
ゆ
く
当
に
廃
嫡
し
て
尽
き
、
坐
ろ
に
灰
燈
と
共
に
滅
す
べ
し

い
ず寧
く
ん
ぞ
匠
石
の
顧
み
る
に
関
わ
ら
ん
、
山
一
旦
に
王
孫
の
折
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ん

衰
盛
自
ず
か
ら
期
あ
り
、
聖
賢
未
だ
嘗
て
屑
み
ず

言
を
寄
す
悠
悠
た
る
者
、
大
半
章
一
を
嵯
く
を
為
す
な
か
れ
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王

績

『

四

部

叢

刊

』

続

編

所

収

『

東

皐

子

集

』

巻

中

）

王
績
が
こ
こ
に
描
い
た
の
は
、
や
が
て
老
い
滅
ぴ
ょ
う
と
し
な
が
ら
も
「
歳
寒
の
性
」
を
持
し
、
工
匠
や
貴
公
子
の
日
に
付
か
ず
と
も

憂
う
る
こ
と
の
な
い
松
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
十
七
・
十
八
匂
に
見
え
る
「
匠
石
」
と
「
王
孫
」
で
あ
る
が
、
何
ゆ
え
に
彼
ら
が
登
場

（
初
唐

「
古
音
と
其
四

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
こ
の
対
句
は
沈
約
「
霜
来
悲
落
桐
詩
」
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
九
）
に
見
え
る
、
「
匠
者
時
留
崎
、
王
孫
少
見
之
」

と
い
う
句
を
踏
ま
え
て
い
る
。
筆
者
は
桐
の
詩
に
現
れ
る
「
匠
石
」
や
「
王
孫
」
は
為
政
者
の
喰
え
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る

が
）
、
こ
こ
で
も
同
様
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
兄
で
あ
る
文
中
子
王
通
の
不
遇
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
彼
は
王
通
が
為

政
者
に
採
り
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
『
書
経
』
苗
同
貢
に
見
え
る
「
峰
陽
一
の
桐
」
に
喰
え
る
か
ら
で
あ
る
。

た
す

然
れ
ど
も
峰
陽
の
桐
、
必
ず
伯
牙
を
侯
ち
、
烏
号
の
弓
、
必
ず
（
養
）
由
基
を
資
く
。
有
し
く
も
其
の
人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
道
虚

し
く
行
わ
れ
ず
。

（
「
答
程
道
士
書
」
「
東
皐
子
集
』
巻
下
）

桐
が
伯
牙
を
待
ち
望
む
こ
と
は
、
既
に
司
馬
彪
「
贈
山
譲
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
四
）
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
王
績
は
桐
に
仮
託
し
て
登
用

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
沈
約
ら
と
は
異
な
り
、
自
ら
を
有
用
な
松
に
喰
え
な
が
ら
も
、
自
身
は
国
家
の
登
用
を
望
ま
な
い
、
と
詠
じ
た
の

で
あ
る
。
そ
う
し
た
発
想
は
老
荘
的
で
あ
る
が
、
中
村
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
本
来
、
王
績
は
常
に
儒
学
的
理
念
を
潜
在
さ
せ
て
お
り
、

老
荘
は
そ
の
理
念
の
行
き
詰
ま
り
に
対
す
る
反
発
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
王
績
は
自
身
を
有
用
な
人
材
と
見
な
し
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
老
荘
的
立
場
か
ら
詠
っ
た
そ
の
詩
に
は
、
為
政
者
の
喰
え
で
あ
る
工
匠
等
に
顧
み
ら
れ
な
く
と
も
か
ま
わ
な

い
、
と
い
う
屈
折
し
た
表
現
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

王
績
の
詩
の
功
績
は
、
あ
ら
た
め
て
歳
寒
の
松
を
、
加
工
さ
れ
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
詩
に
表
現
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
何
故

な
ら
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
初
唐
に
お
い
て
は
王
績
以
後
の
詩
人
が
、
歳
寒
、
不
遇
の
松
を
詠
う
場
合
、
木
材
と
絡
め
て
表
現
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
王
一
績
の
有
力
な
継
承
者
は
、
そ
の
兄
王
通
の
孫
で
あ
る
王
勃
で
あ
る
。
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初
唐
の
四
傑
の
一
人
で
あ
る
王
勃
は
、
歳
寒
の
松
を
木
材
に
喰
え
て
「
澗
底
寒
松
賦
」
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
序
文
を
挙
げ
る
と
、

い

レ

ば

し

ま

れ

こ

こ

お

か

歳
八
月
壬
子
、
萄
に
旅
遊
し
、
茅
渓
の
澗
を
尋
ぬ
。
深
渓
砥
を
絶
ち
、
人
遮
到
る
こ
と
竿
な
り
。
愛
に
松
有
り
、
霜
を
冒
し
、
雪

え

だ

た

か

・

柔

智

き

た

か

あ

あ

こ

を
亭
め
、
蒼
然
と
し
て
百
丈
あ
り
。
柄
を
崇
く
し
、
穎
を
俊
く
す
と
い
え
ど
も
、
其
の
岸
を
聡
ゆ
る
あ
た
わ
ず
。
鳴
呼
、
斯
の
松
、

託
す
る
は
其
の
所
に
あ
ら
ず
。
出
群
の
器
、
何
を
以
て
か
別
た
れ
ん
。
蓋
し
物
の
類
を
殊
に
し
て
情
に
合
す
る
有
り
、
士
の
感
に
因

り
て
興
を
成
す
有
り
。

王
勃
は
、
人
跡
も
稀
な
深
山
幽
谷
に
生
え
る
松
に
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
谷
底
に
生
え
る
歳
寒
の
松
を
賦
す
。
彼
は
松
の
様
子
を
描

写
し
た
後
、
賦
の
最
後
段
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
悲
嘆
す
る
。

や

け

だ

お

お

ま

っ

た

す

く

ま

こ

と

己
ん
ぬ
る
か
な
。
蓋
し
用
の
軽
き
は
、
則
ち
資
さ
る
る
こ
と
衆
く
、
器
の
完
き
は
、
則
ち
施
さ
る
る
こ
と
寡
な
し
。
信
に
棟
梁
の

す

で

い

子

ず

ひ

く

こ

こ

己
に
成
り
、
穣
栴
の
相
い
仮
る
に
あ
ら
ず
。
徒
ら
に
志
遠
く
し
て
心
は
屈
し
、
遂
に
才
高
く
し
て
位
は
下
し
。
斯
に
物
在
り
て
有
り
。

な

に

す

（

訂

）

余
、
何
為
れ
ぞ
悲
し
め
る
者
な
ら
ん
。

（
初
唐

王
勃

「
澗
底
寒
松
賦
」
『
文
苑
英
華
』
巻
一
四
三
、
草
木
一
所
収
）

。。つ臼

王
勃
は
賦
の
序
文
に
、
「
物
の
類
を
異
に
し
て
情
に
合
す
る
有
り
」
と
、
松
と
自
身
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
が
気
持
ち
は
同
じ
で
あ

る
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
気
持
ち
と
は
、
賦
に
嘆
か
れ
て
い
る
よ
う
に
小
材
は
用
途
が
多
い
の
に
完
全
な
木
材
は
用
途
が
少
な
く
、
棟

梁
の
材
は
既
に
用
が
足
り
て
い
る
の
で
、
こ
の
松
に
は
使
い
み
ち
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
王
勃
の
賦
が
左
思
の
詠
史
詩
を
踏
ま

え
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
松
が
王
勃
自
身
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
ま
た
、
松
を
棟
梁
の
材
と
し
て

詠
う
こ
と
が
、
劉
現
の
「
艶
歌
行
」
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
王
勃
の
賦
と
「
艶
歌
行
」
と
の
違
い
は
、

既
に
棟
梁
に
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
た
松
で
な
く
、
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
松
が
、
本
来
な
ら
ば
棟
梁
の
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
、
と
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

近
年
、
予
占
華
氏
は
唐
代
の
詠
松
賦
に
つ
い
て
、
王
勃
等
の
賦
は
志
か
な
わ
ず
、
地
位
の
低
い
こ
と
に
由
来
す
る
不
平
感
が
詠
わ
れ
て

い
る
、
と
指
摘
す
る
。
氏
の
説
は
十
分
な
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
賦
の
序
文
に
言
及
の
あ
る
王
勃
の
入
萄
は
、
『
新
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唐
書
」
文
芸
伝
に
見
え
る
、
高
宗
の
怒
り
を
買
っ
て
浦
王
府
よ
り
追
放
さ
れ
た
「
撤
英
王
鶏
文
」
事
件
の
翌
年
だ
か
ら
で
あ
h
r
自
身
の

才
能
を
強
く
自
負
し
な
が
ら
萄
の
地
で
不
遇
を
か
こ
つ
王
勃
が
、
誰
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
松
に
自
身
の
姿
を
重
ね
た
で
あ
ろ
う
こ

、つノ
O
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
こ
に
は
、
や
は
り
強
い
自
負
を
持
ち
な
が
ら
隠
遁
生
活
に
甘
ん
じ
た
王
績
の
姿
も
意
識
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

と
こ
ろ
で
、
左
思
・
劉
現
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
手
法
に
よ
っ
て
、
低
い
地
位
に
甘
ん
じ
る
人
材
を
詠
っ
た
王
勃
の
詠
松
賦
が
、
重
要
な

作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
何
故
な
ら
、
王
勃
の
詠
松
賦
は
、
初
唐
詩
人
の
詠
松
詩
に
受
け
継
が
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

会
己
劉
希
実
（
六
五
一

1
六
八
O
）

・
張
宣
明
（
？
1
？）

王
勃
の
詠
っ
た
棟
梁
の
材
で
あ
る
松
は
、
同
じ
く
初
唐
の
劉
希
夷
と
張
宣
明
に
受
け
継
が
れ
て
い
れ
r

劉
希
夷
は
、
「
年
年
歳
歳
、
花

n
H
u
 

q
L
 

相
い
似
た
り
、
歳
歳
年
年
、
人
同
じ
か
ら
ず
」
の
句
で
有
名
な
、
「
代
悲
白
頭
翁
」
の
作
者
で
あ
る
。
梁
粛
の
『
大
唐
新
語
』
に
は
、
彼

の
詩
が
時
の
人
に
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お

h
r
そ
の
詠
松
詩
に
詠
わ
れ
る
谷
底
の
松
に
も
、
知
己
の
い
な
い
孤
独
な

作
者
自
身
の
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

独
有
南
澗
松

不
歎
東
流
水

玄
陰
天
地
冥

時
雪
朝
夜
零

山
豆
不
擢
寒
暑

為
君
留
青
青

青
青
好
顔
色

落
落
任
孤
直

（
中
略
）

清
冷
有
真
由

樵
採
無
知
音

独
り
南
澗
の
松
あ
り
、
東
流
の
水
を
歎
か
ず

お

玄
陰
天
地
冥
く
、
時
雪
朝
夜
零
つ

山
豆
に
寒
暑
に
擢
ら
ざ
ら
ん
、
君
が
為
に
青
青
を
留
む

青
青
と
し
て
顔
色
好
く
、
落
落
と
し
て
孤
直
に
任
ず

清
冷
と
し
て
真
由
あ
る
も
、
樵
の
採
り
て
知
音
な
し

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



美
人
何
時
来

幽
径
委
緑
苔

時
嵯
深
澗
底

棄
損
広
慶
材

日子ぁ美
嵯ぁ人

何
時
か
来
た
ら
ん
、
幽
径

緑
苔
に
委
ぬ

深
澗
の
底
、
広
慶
の
材
を
棄
損
す

「
孤
松
篇
」
『
全
唐
詩
』
巻
八
二
）

詩
題
に
「
孤
松
」
の
二
字
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
『
世
説
新
語
』
容
止
篇
に
見
え
る
「
料
山
叔
夜
の
人
と
な
り
、
巌
巌
と
し
て
孤
松
の

独
立
す
る
が
ご
と
む
と
い
う
評
語
が
意
識
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
に
は
、
す
ぐ
れ
た
資
質
を
持
ち
、
棟
梁
の
材
で
あ
る
の
に
、

良
き
人
に
知
ら
れ
ず
に
い
る
松
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
詩
の
モ
チ
ー
フ
は
王
勃
の
「
澗
底
寒
松
賦
」
の
松
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、
劉
希
夷

が
王
勃
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
賦
と
詩
と
い
う
形
式
面
の
外
に
異
な
る
の
は
、
劉
希
夷
が
、
松
は
薪
を
採
る
樵
人
で
は
な
く
、

（
初
唐

劉
希
夷

美
人
を
待
ち
望
ん
で
い
る
、
と
詠
う
こ
と
で
あ
る
。
美
人
と
は
、
『
楚
辞
」
以
来
君
主
の
比
聡
で
あ
る
か
ら
、
美
人
を
待
ち
望
む
松
の
詩

は
、
劉
希
夷
が
君
主
に
登
用
さ
れ
な
い
不
遇
を
詠
っ
た
詩
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

初
唐
に
お
い
て
、
王
績
は
為
政
者
に
顧
み
ら
れ
な
い
自
身
を
松
に
仮
託
し
て
詠
い
、
王
勃
は
谷
底
の
松
に
自
分
自
身
の
境
遇
を
重
ね
合

-30-

わ
せ
て
詠
っ
た
。
そ
し
て
劉
希
夷
は
、
国
家
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
を
待
ち
望
む
不
遇
な
詩
人
の
表
象
と
し
て
松
を
詠
っ
た
の
で
あ
る
。

劉
希
夷
の
「
孤
松
篇
」
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
作
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
詩
は
単
な
る
詩
人
の
つ
ぶ
や
き
に
終
わ
ら
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
『
大
唐
新
語
』
に
、
張
宣
明
が
劉
希
夷
の
「
孤
松
篇
」
と
同
工
異
曲
の
詩
を
作
り
、
そ
の
詩
が
有
力

者
に
称
賛
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
張
宣
明
の
詩
を
見
ょ
う
。

山
搬
に
穆
ん
に
し
て
、
古
刷
爽

孤
松
欝
山
根

霜
爽
凌
青
替

既
挺
千
丈
幹

亦
生
百
尺
僚

青
青
恒
一
色

落
落
非
一
朝

大
震
今
己
構

惜
哉
無
人
招

寒
霜
十
二
月

枝
葉
独
不
凋

孤
松

青
容
を
凌
ぐ

既
に
千
丈
の
幹
を
挺
し
、
亦
た
百
尺
の
僚
を
生
ず

青
青
と
し
て
恒
に
一
色
、
落
落
と
し
て
一
朝
に
あ
ら
ず

今
己
に
構
え
ら
れ
、
惜
し
い
か
な

独
り
凋
ま
ず

大
震

人
の
招
く
な
し

寒
霜

十
二
月
、
枝
葉
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（
初
唐

「
山
行
見
孤
松
成
詠
」

『
全
唐
詩
』
巻
一
一
一
一
一
）

張
宣
明

こ
の
詩
に
も
、
や
は
り
棟
梁
の
任
に
堪
え
う
る
松
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
王
勃
の
「
澗
底
寒
松
賦
」
に
同
じ
く
、
す
で
に

大
建
築
は
完
成
し
て
い
る
の
で
、
千
丈
の
松
は
使
途
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
詩
は
次
の
よ
う
に
称
賛
さ
れ
て
い
る
。

張
宣
明
、
胆
気
あ
り
、
詞
翰
に
富
む
。
嘗
て
山
行
し
孤
松
を
見
、
賞
玩
こ
れ
を
久
し
く
し
、
乃
ち
詩
を
賦
し
て
日
く
、
（
中
略
）

鳳
閤
舎
人
梁
載
言
、
こ
れ
を
賞
し
て
日
く
、
「
文
の
気
質
、
長
松
に
減
ぜ
ざ
る
な
り
」
、
と
。
宣
明
、
郭
振
の
判
官
と
為
り
、
使
い
し

て

三

姓

咽

麺

に

至

る

。

（

以

下

略

）

（

『

大

唐

新

語

』

巻

八

、

文

章

）

梁
載
言
の
名
は
『
旧
唐
書
』
文
苑
伝
に
見
え
る
。
武
后
の
時
に
鳳
閤
舎
人
、
知
制
詰
を
務
め
、
中
宗
の
時
に
刺
史
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と

の
ほ
か
に
詳
し
い
経
歴
は
わ
か
ら
な
い
。
鳳
閤
舎
人
は
中
書
舎
人
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
張
宣
明
が
自
身
の
抱
負
を
大
官
で
あ
る
彼
に
伝

え
た
と
解
釈
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
不
遇
な
人
材
を
棟
梁
た
る
べ
き
松
に
喰
え
る
詩
が
制
作
さ
れ
る
背
景
に
は
、
国
家

が
人
材
を
木
材
に
喰
え
る
修
辞
を
用
い
て
在
野
の
賢
人
を
求
め
、
人
材
の
登
用
を
盛
ん
に
喧
伝
し
た
初
唐
の
気
風
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
初
唐
期
、
太
宗
は
貞
観
十
五
年
（
六
四
一
）
に
人
材
の
登
用
に
関
す
る
詔
を
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
を
挙
げ
る
と
、

は

る

こ

こ

朕
越
か
に
前
載
を
観
て
、
列
砕
を
歴
選
す
れ
ば
、
此
に
人
を
得
ん
こ
と
を
貴
ぴ
、
惑
に
多
士
を
崇
め
ざ
る
な
し
。
猶
お
股
肱
の
元

た

す

わ

た

た

と

首
を
佐
く
る
は
、
睦
言
え
ば
舟
揖
の
（
船
を
）
巨
川
に
済
す
が
ご
と
し
。
若
夫
え
ば
大
震
を
構
う
る
者
は
、
衆
材
を
山
岳
に
採
り
、
善

（犯）

く
国
を
為
す
者
は
、
異
人
を
管
庫
に
求
む
。
（
以
下
略
）（
「
求
訪
賢
良
限
来
年
二
月
集
泰
山
詔
」
『
大
唐
詔
令
集
』
巻
一

O
二
挙
薦
上
）

貞
観
の
治
で
知
ら
れ
る
太
宗
の
詔
に
は
、
人
材
の
登
用
に
対
す
る
彼
の
意
欲
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
国
家
が
大
規
模
な
建
造
物
で
あ

る
「
大
慶
」
に
喰
え
ら
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
人
材
が
木
材
に
喰
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
清
の
徐
松
の
『
登
科
記
考
』
巻
二
に

は
、
高
宗
の
顕
慶
四
年
（
六
五
九
）
に
「
材
称
棟
梁
、
志
標
忠
鰻
科
」
と
い
っ
た
科
目
が
見
え
る
。
皇
帝
が
国
家
の
棟
梁
た
る
人
物
の
登

用
を
欲
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
為
政
者
の
姿
勢
が
、
科
挙
の
詩
題
に
反
映
さ
れ
な
い
は
ず
が
な
く
、
則
天
武
后

1
1ょっU
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の
垂
扶
元
年
（
六
八
五
）
に
は
、
「
高
松
賦
」
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
王
勃
は
高
宗
期
、
劉
希
夷
・
張
宣
明
は
武
后
期
の
人
で
あ
る
か
ら
、

彼
ら
の
詠
松
詩
は
こ
う
し
た
人
材
登
用
の
気
運
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
王
勃
・
劉
希
夷
ら
は
初
唐
以
前
の

詠
松
詩
に
学
び
、
そ
の
滋
養
を
十
分
に
吸
収
し
た
上
で
、
自
身
が
立
派
な
人
材
で
あ
る
こ
と
を
、
建
材
と
し
て
有
用
な
松
に
仮
託
し
て
主

張
し
た
の
で
あ
る
。結

量五
回ロ

以
上
、
六
朝
よ
り
初
唐
に
か
け
て
作
ら
れ
た
詠
松
詩
を
取
り
上
げ
、
初
唐
の
詩
人
で
あ
る
王
勃
や
劉
希
夷
の
詩
賦
が
、
左
思
と
劉
現
の

手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
人
材
登
用
の
風
潮
の
中
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
顕
著
な

特
徴
は
、
劉
現
や
謝
眺
が
詠
っ
た
よ
う
に
、
国
家
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
来
、
個
人
的
な
感
情
に
制
約
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る

の
に
、
王
勃
や
劉
希
夷
ら
が
、
松
を
か
り
で
不
遇
を
訴
え
、
自
ら
が
登
用
を
望
ん
で
い
る
、
と
主
張
し
た
こ
と
で
あ
る
。
六
朝
の
詠
松
詩

円
／
山
】

円
べ
U

と
初
唐
の
詠
松
詩
と
の
違
い
は
こ
の
点
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
明
瞭
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

さ
ら
に
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
初
唐
詩
人
の
詩
賦
が
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
も
っ
と
も
大
な
る
も
の
は
、
白
居
易
の
「
新
楽
府
・
澗
底
松
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
子
を
読
者
と
し
て
想
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

有
松
百
尺
大
十
囲

生
在
澗
底
寒
且
卑

天
子
明
堂
欠
梁
木

此
求
彼
有
両
不
知

松
有
り
百
尺
に
し
て
大
な
る
こ
と
十
囲
、
澗
底
に
生
え
寒
に
し
て
且
つ
卑
し

た

く

み

は

か

澗
深
く
山
険
し
く
し
て
人
路
絶
え
、
老
死
し
て
工
の
之
れ
を
度
る
に
逢
わ
ず

彼
れ
有
る
も
両
に
知
ら
ず

天
子
の
明
堂

梁
木
を
欠
き
、
此
れ
求
め

澗
深
山
険
人
路
絶

老
死
不
逢
工
度
之

「
新
楽
府
・
澗
底
松
」
念
寒
惰
也

左
思
の
詠
松
詩
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
眼
目
は
天
子
の
求
賢
の
姿
勢
と
、
在
野
の
人
材
の
希
望
と
が
組
離
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
を
主

（
中
唐

白
居
易

『
白
氏
文
集
』
巻
四
）
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張
す
る
こ
と
に
あ
る
。
元
和
四
年
（
八
O
九
）
、
諌
官
で
あ
る
左
拾
遺
と
な
っ
た
白
居
易
は
、
自
ら
を
松
に
仮
託
す
る
の
で
は
な
く
、
第

三
者
の
立
場
か
ら
天
子
に
人
材
登
用
の
状
況
を
改
め
る
こ
と
を
訊
諌
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
手
法
が
誕
生
す
る
背
景
に
あ
っ
た
の

は
、
詩
人
が
自
ら
を
棟
梁
た
る
べ
き
松
に
喰
え
る
先
例
が
初
唐
期
に
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
義
は
、
決
し
て
忘
れ
ら
れ
て
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
白
居
易
が
元
積
に
和
し
て
作
っ
た
「
和
答
詩
十
首
・
和
松
樹
」
（
「
白
氏
文
集
」
巻
（
一
」
）
よ
り
、
白
居
易
の
天
子
に
対
す
る
忠
誠

を
示
し
た
詩
句
を
以
て
、
小
論
の
結
び
に
代
え
た
い
。

伐
之
為
棟
梁

為
君
構
明
堂

尚
可
以
斧
斤

尚
お
斧
斤
を
以
て
、
こ
れ
を
伐
ち
て
棟
梁
と
為
す
べ
し

身
を
殺
し
そ
の
所
を
獲
て
、
君
が
為
に
明
堂
を
構
え
ん

殺
身
獲
其
所

注

-33 -
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『
論
語
』
『
礼
記
』
『
荘
子
』
譲
王
篇
の
他
に
、
辺
土
名
朝
邦
氏
の
「
中
国
の
隠
者
陶
淵
明
『
孤
松
』
考
（
『
活
水
日
文
』
第
一
一
一
号
、
一
九
八
五
）

に
は
、
松
が
『
萄
子
』
大
略
篇
、
『
荘
子
』
徳
充
符
篇
に
見
え
る
清
潔
な
士
人
の
人
格
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
（
一
六
頁
）
。

ま
た
、
同
論
文
に
は
潜
岳
「
西
征
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一

O
）
の
「
勤
松
彰
於
歳
寒
、
貞
臣
見
於
国
危
」
の
二
句
が
論
語
の
伝
統
を
引
く
も
の
と
さ

れ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
松
柏
」
な
ど
、
柏
が
松
と
異
な
る
属
性
を
持
つ
も
の
と
特
に
見
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
こ
れ
を
松
と
同
一

視
す
る
。
ま
た
、
引
用
す
る
詩
人
の
生
卒
年
に
関
し
て
は
、
六
朝
時
代
の
詩
人
は
興
膳
宏
編
『
六
朝
詩
人
伝
』
（
筑
摩
書
房
、
二
0
0
0
）
に
、

唐
代
の
詩
人
は
小
川
環
樹
編
『
唐
代
の
詩
人
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
）
に
し
た
が
っ
た
。

以
下
注
の
原
文
、
「
謂
年
代
久
遠
無
主
突
」
（
五
臣
・
張
銑
注
）
。

詠
松
詩
は
、
四
匂
以
上
で
構
成
さ
れ
る
も
の
の
中
、
基
本
的
に
詩
題
に
「
松
」
字
を
用
い
、
か
つ
松
を
描
写
す
る
も
の
、
及
び
「
初
学
記
』
『
塞

文
類
緊
』
と
い
っ
た
類
書
の
「
松
部
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
が
、
「
詠
史
」
等
、
松
を
詠
い
つ
つ
詩
題
に
松
字
を
用
い
な
い
も
の
に

関
し
て
は
、
詩
の
冒
頭
二
句
中
に
松
を
詠
い
（
柏
以
外
の
樹
と
対
句
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
除
く
）
、
か
つ
第
三
句
以
降
に
松
の
状
態
、
性
質
等

の
描
写
が
あ
る
も
の
と
定
義
す
る
。
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5 4 

彼
謂
山
苗
輸
世
胃
、
此
謂
澗
松
盤
央
俊
。

班
園
、
漢
書
金
日
硝
賛
日
、
「
夷
秋
亡
国
、
罵
虜
漢
庭
。
七
葉
内
侍
、
何
其
盛
也
」
。
七
葉
、
自
武
至
平
也
。
又
張
湯
伝
賛
日
、
「
張
氏
之
子
孫
相

継
」
。
宣
元
己
来
、
為
侍
中
・
中
常
侍
者
、
凡
十
余
人
。
功
臣
之
後
、
唯
有
金
氏
張
氏
。
親
近
貴
寵
、
比
於
外
戚
。

萄
悦
漢
紀
日
、
病
唐
白
首
、
屈
於
郎
（
中
）
署
（
長
）
。

杏
爾
白
髪
、
観
世
之
途
、
鹿
不
追
栄
、
貴
華
賎
枯
（
『
妻
文
類
緊
」
巻
一
七
、
人
部
髪
所
引
）
。

逢
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
貌
晋
南
北
朝
詩
』
巻
中
（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
）
、
「
扶
風
歌
」
（
艶
歌
行
）
に
付
せ
ら
れ
た
逸
氏
の
説
に
し
た
が
う
。

逗
氏
は
〔
北
宋
〕
呉
淑
『
事
類
賦
注
』
巻
二
十
五
、
木
部
柏
（
「
南
山
開
越
石
之
詠
」
の
注
に
「
扶
風
歌
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
）
等
を
根
拠
と

す
る
。
長
谷
川
滋
成
氏
の
『
東
晋
詩
訳
注
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
）
劉
現
の
項
に
、
同
詩
が
採
用
さ
れ
て
い
る
（
二
八
、
二
九
頁
）
の
も
同

様
の
見
解
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
劉
現
に
は
「
文
選
』
巻
二
八
に
、
問
題
の
「
扶
風
歌
」
が
あ
る
の
で
、
便
宜
上
、
小
論
で
は
劉
現
の
詠
松

詩
を
「
艶
歌
行
」
と
呼
ぶ
。

強
い
て
挙
げ
れ
ば
、
前
漢
の
班
捷
好
「
博
簡
素
賦
」
（
『
古
文
苑
」
巻
一
二
）
に
、
「
雄
松
梧
之
貞
脆
、
量
栄
彫
其
異
心
」
と
、
常
緑
の
松
も
落
葉
の
桐

も
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
心
は
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
劉
現
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
詩
人
で
あ
る
陸
機
「
歎
逝
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
六
）

に
「
信
松
茂
而
柏
悦
」
と
、
松
が
茂
れ
ば
そ
の
同
類
で
あ
る
柏
が
悦
ぶ
と
す
る
匂
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

四
部
叢
刊
初
編
本
『
楽
府
詩
集
』
に
よ
る
が
、
中
華
書
局
本
（
一
九
七
九
年
初
版
）
に
し
た
が
い
、
一
部
文
字
を
改
め
、
補
っ
た
。

ウ
ェ
イ
リ
l
著
、
小
川
環
樹
、
栗
山
稔
訳
『
李
白
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
七
三
）
の
一
三
七
頁
を
参
照
。
ウ
ェ
イ
リ
l
氏
の
見
解
は
、
李
白
の

「
予
章
行
」
（
〔
清
〕
王
埼
注
「
李
太
白
文
集
』
巻
八
）
と
、
古
楽
府
を
比
較
す
る
に
あ
た
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
呉
越
春
秋
』
勾
践
入
臣
外
伝
に
、
越
の
沼
議
と
並
ぶ
名
臣
文
種
を
、
「
大
夫
文
種
者
、
国
之
梁
棟
」
と
評
し
た
語
が
見
え
る
。

拙
稿
「
六
朝
詠
桐
詩
考
｜
｜
沈
約
よ
り
庚
信
に
至
る
「
龍
門
の
柄
」
｜
｜
」
（
『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
四
十
巻
、
二
O
O
二
）
を
参
照
。
西
晋
の
司

馬
彪
と
東
晋
の
劉
現
と
は
、
時
代
が
近
い
こ
と
か
ら
、
同
様
の
寓
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

夫
才
生
於
世
、
世
実
須
才
（
「
答
慮
誰
詩
」
並
書
『
文
選
』
巻
二
五
）
。

臣
当
首
啓
戎
行
、
身
先
士
卒
。
臣
与
二
虜
、
勢
不
並
立
。
聡
動
不
巣
、
臣
無
帰
志
。
庶
窓
陛
下
威
霊
、
使
微
意
獲
展
。
然
後
隈
頭
謝
園
、
没
而
無

担
比
0

『
世
説
新
語
』
賞
誉
篇
に
は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
庚
子
嵩
が
温
幡
を
棟
梁
の
器
と
し
て
賞
賛
し
た
故
事
が
見
え
る
。
「
庚
子
嵩
日
和
幡
、
「
森
森

如
千
丈
松
、
難
語
珂
有
節
、
施
之
大
度
、
有
棟
梁
之
用
』
」
。
余
嘉
錫
『
世
説
新
語
筆
疏
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
）
賞
誉
篇
の
筆
疏
に

A
斗＆

円
台
U

（

6）
 

（

7）
 

（

8
）
 

9 11 10 13 12 15 14 16 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



17 

は
、
こ
れ
が
西
晋
の
和
隔
で
な
く
東
晋
の
温
幡
の
故
事
で
あ
る
と
考
証
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
し
た
が
う
。
こ
う
し
た
評
語
が
な
さ
れ
た
の

も
、
松
を
棟
梁
と
し
て
見
立
て
た
劉
現
の
詩
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

小
論
に
詩
題
を
挙
げ
て
い
な
い
、
六
朝
期
に
お
け
る
詠
松
の
詩
賦
を
以
下
に
挙
げ
る
。
『
初
学
記
」
巻
二
八
・
木
部
松
所
引
、
〔
梁
〕
沼
雲
「
詠
寒

松
詩
」
、
沈
約
「
寒
松
詩
」
、
呉
均
「
詠
慈
老
磯
石
上
松
詩
」
、
〔
陪
〕
燭
帝
「
詠
北
郷
古
松
樹
詩
」
、
李
徳
林
「
詠
松
樹
詩
」
（
以
上
詩
）
0

〔
西
晋
〕

左
宮
掻
「
松
柏
賦
」
、
〔
梁
〕
王
倹
「
和
粛
子
良
高
松
賦
」
（
以
上
賦
）
。
「
喜
文
類
緊
』
巻
八
八
・
木
部
松
所
引
、
〔
西
晋
〕
博
玄
無
題
詩
（
飛
蓬
随

瓢
起
）
、
張
華
無
題
詩
（
松
生
蟻
坂
上
）
、
〔
東
晋
〕
許
詞
無
題
詩
（
青
松
凝
素
髄
）
、
王
凝
之
妻
謝
氏
「
擬
宮
中
散
詩
」
（
以
上
詩
）
。
〔
梁
〕
沈
約

「
高
松
賦
」
（
以
上
賦
）
。
「
文
苑
英
華
」
巻
二
四
七
・
寄
贈
一
所
収
、
〔
梁
〕
呉
均
「
贈
王
桂
陽
詩
」
。
そ
の
他
、
陶
淵
明
「
雑
詩
」
其
十
二
（
四
部

叢
刊
初
編
所
収
『
筆
注
陶
淵
明
集
』
巻
四
）
、
飽
照
「
松
柏
篇
」
（
四
部
叢
刊
初
編
所
収
『
飽
氏
集
』
巻
八
）
が
あ
る
。

梁
の
呉
均
の
詠
松
詩
は
、
左
思
詩
の
悲
嘆
と
同
工
異
曲
で
あ
り
、
正
し
い
心
を
抱
き
な
が
ら
も
、
門
地
の
低
さ
の
た
め
に
「
細
草
」
の
ご
と
き
小

人
物
た
ち
に
見
下
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
悲
哀
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
旦
ハ
均
と
そ
の
松
を
詠
う
詩
に
つ
い
て
は
、
森
野
繁
夫
氏
の
『
六
朝
詩
の
研
究
』

（
第
一
学
習
社
、
一
九
七
六
）
に
一
節
を
割
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

博
玄
と
張
華
の
無
題
詩
（
と
も
に
『
塞
文
類
緊
』
巻
八
八
、
木
部
松
所
引
）
、
及
び
飽
照
の
「
松
柏
篇
」
は
、
自
身
に
擬
し
た
と
い
う
よ
り
は
、

移
ろ
い
ゆ
く
自
身
と
常
緑
の
松
と
を
対
比
さ
せ
、
人
生
の
惨
さ
を
詠
っ
た
も
の
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

衰
宏
の
無
題
詩
は
以
下
の
通
り
。
「
森
森
千
丈
松
、
福
岡
非
一
節
、
難
無
様
栴
麗
、
較
為
梁
棟
築
」
（
「
喜
文
類
緊
』
巻
八
八
、
木
部
松
所
引
）
。

森
野
繁
夫
氏
は
前
掲
著
書
に
、
こ
れ
が
『
世
説
新
語
』
賞
誉
篇
に
見
え
る
庚
子
嵩
の
評
に
基
づ
く
、
遊
戯
的
な
詩
と
す
る
見
解
を
示
す
（
二
六
頁
）
。

こ
う
し
た
詩
が
作
ら
れ
た
の
も
、
松
を
棟
梁
と
し
て
見
立
て
た
劉
現
の
詩
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
見
ら
れ
る
。

若
乃
体
同
器
制
、
質
兼
上
才
、
夏
書
称
其
岱
吠
、
周
篇
詠
其
但
保
。
乃
屈
己
以
弘
用
、
構
大
壮
於
雲
台
。
幸
為
翫
於
君
子
、
留
神
心
而
顧
懐
（
四

部
叢
刊
初
編
所
収
『
謝
宣
城
詩
集
』
巻
一
）
。

曹
融
南
『
謝
宣
城
集
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
附
録
、
「
謝
眺
事
跡
詩
文
繋
年
」
に
曹
氏
は
、
こ
の
賦
の
成
立
を
南
斉
の
永
明
五

年
（
四
八
七
）
頃
と
し
、
寛
陵
王
斎
子
良
の
命
に
よ
り
、
王
倹
、
沈
約
と
共
作
し
た
も
の
と
す
る
。
こ
れ
に
し
た
が
う
。

「
贈
醇
学
士
方
士
」
（
陳
尚
君
輯
校
『
全
唐
詩
補
編
」
所
収
『
全
唐
詩
続
拾
』
巻
一
、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
）
に
、
「
昔
歳
尋
周
孔
、
今
春
訪
老

荘
」
の
句
が
見
え
る
。
な
お
、
王
績
の
詩
文
は
、
基
本
的
に
四
部
叢
刊
続
編
所
収
『
東
皐
子
集
』
に
拠
っ
た
が
、
韓
理
洲
校
点
『
王
無
功
文
集
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
）
の
校
訂
に
し
た
が
い
、
一
部
を
改
め
た
。

陶
淵
明
の
松
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
宋
の
洪
逼
『
容
斎
三
筆
』
巻
一
二
、
「
淵
明
孤
松
」
に
「
淵
明
詩
文
率
皆
紀
実
、
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（お）
（お）
（幻）

難
寓
興
花
竹
開
亦
然
。
（
中
略
）
其
飲
酒
二
十
首
中
一
篇
云
、
青
松
在
東
園
、
（
中
略
）
所
謂
孤
松
者
是
己
、
此
意
蓋
以
自
況
也
」
、
王
瑳
氏
の

「
陶
淵
明
集
』
（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
六
）
、
「
飲
酒
」
其
八
注
に
「
陶
詩
中
常
常
以
孤
松
自
況
、
這
里
也
是
為
自
己
写
照
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

注
l
所
掲
、
辺
土
名
氏
の
論
文
で
は
、
必
ず
し
も
飲
酒
詩
の
松
を
陶
淵
明
の
分
身
と
は
見
な
し
て
は
お
ら
れ
な
い
が
、
松
が
自
己
を
投
影
し
た
も

の
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
相
違
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
海
知
義
・
興
膳
宏
『
陶
淵
明
・
文
心
離
龍
」
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
）
に
、
一
海

氏
は
「
飲
酒
」
其
八
の
松
に
つ
い
て
、
「
そ
れ
が
直
接
自
ら
を
た
と
え
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
理
想
像
と
し
て
、
読
ま

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
九
四
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
が
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。

注
目
所
掲
、
拙
稿
を
参
照
。

然
峰
陽
之
桐
、
必
侯
伯
牙
、
烏
号
之
弓
、
必
資
由
基
。
有
非
其
人
、
道
不
虚
行
。

た
だ
し
、
「
贈
山
濡
詩
」
に
詠
わ
れ
る
桐
は
、
陣
陽
の
桐
で
は
な
い
。
峰
陽
の
桐
を
琴
に
加
工
す
る
こ
と
を
詠
っ
た
詩
に
は
、
北
貌
の
鹿
会
「
訊

真
定
公
詩
」
第
一
首
（
『
古
詩
紀
』
巻
一
一
八
）
が
あ
る
。

中
村
氏
の
前
掲
論
文
、
八
二
頁
を
参
照
。

王
績
か
ら
王
勃
ま
で
の
聞
の
詩
人
の
賦
に
、
謝
値
（
『
新
唐
書
』
文
芸
伝
に
本
伝
）
の
「
高
松
賦
」
（
『
文
苑
英
華
」
巻
一
四
三
、
草
木
一
所
収
）
、

崖
敦
礼
（
『
新
唐
書
』
巻
一
O
六
に
本
伝
）
の
「
植
松
賦
」
（
『
全
唐
文
』
巻
二
二
五
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
も
松
が
良
材
で
あ
る
こ
と
が
詠
わ
れ

て
い
る
。
「
澗
底
寒
松
賦
」
に
は
、
王
績
詩
の
ほ
か
に
こ
れ
ら
の
賦
の
影
響
も
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
、
無
名
氏
の
「
幽
松
賦
」

（
『
文
苑
英
華
』
巻
一
四
五
、
草
木
三
所
収
。
『
全
唐
文
』
巻
九
四
九
に
は
時
期
不
詳
の
孫
秘
の
作
と
さ
れ
て
い
る
が
待
考
）
が
あ
る
。
王
勃
の
作

と
い
ず
れ
が
先
か
不
明
で
あ
る
が
、
『
文
苑
英
華
』
に
は
、
同
賦
の
後
に
敬
括
（
『
旧
唐
書
』
巻
一
一
五
に
本
伝
）
の
賦
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

盛
唐
以
前
の
作
と
見
ら
れ
る
。
内
容
は
王
勃
の
賦
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。

歳
入
月
壬
子
、
旅
遊
於
萄
、
尋
茅
渓
之
澗
。
深
渓
絶
陸
、
人
迩
牢
到
。
愛
有
松
罵
、
冒
霜
亭
雪
、
蒼
然
百
丈
、
難
崇
桐
俊
穎
、
不
能
撒
其
岸
、
鳴

呼
斯
松
、
託
非
其
所
、
出
群
之
器
、
何
以
別
手
。
蓋
物
有
異
類
而
合
情
、
士
有
因
感
而
成
興
。

己
実
哉
。
蓋
用
軽
則
資
衆
、
器
完
則
施
寡
。
信
棟
梁
之
巳
成
、
非
棲
楠
之
相
仮
。
徒
志
遠
市
心
屈
、
遂
才
高
而
位
下
。
斯
在
物
而
有
罵
、
余
何
為

而
悲
者
。

予
占
華
『
律
賦
論
稿
』
（
巴
局
室
自
社
、
二
O
O
ニ
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
謝
値
《
高
松
賦
》
写
松
樹
不
被
人
知
賞
、
只
能
安
於

深
山
、
王
勃
《
澗
底
寒
松
賦
》
寄
託
的
是
志
遠
心
屈
、
才
高
位
下
的
不
平
感
・
’
李
紳
《
寒
松
賦
》
也
是
慨
嘆
不
能
為
時
世
所
用
。
」
（
一
七
六
頁
）
。

『
王
子
安
集
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
）
附
録
、
劉
汝
寡
作
成
『
王
子
安
年
譜
』
に
拠
っ
た
。
年
譜
の
初
出
は
『
北
京
師
範
大
学
月
刊
」
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（
一
九
三
三
）
。

初
唐
の
詠
松
詩
に
は
、
こ
の
他
に
李
隔
の
「
松
」
（
『
文
苑
英
華
」
巻
三
二
四
、
花
木
四
所
収
）
、
宋
之
問
の
「
題
張
老
松
樹
」
（
四
部
叢
刊
続
編
所

収
『
宋
之
問
集
』
巻
上
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
木
材
と
し
て
の
松
を
詠
う
も
の
で
は
な
い
。

少
有
文
華
。
好
為
宮
体
、
調
旨
悲
苦
。
不
為
時
所
重
（
『
大
唐
新
語
」
巻
八
、
文
章
）
。

哲
叔
夜
之
為
人
也
、
巌
巌
若
孤
松
之
独
立
。

張
宣
明
有
胆
気
、
富
調
翰
。
嘗
山
行
見
孤
松
、
賞
玩
久
之
、
乃
賦
詩
日
、
（
中
略
）
。
鳳
閤
舎
人
梁
載
ニ
一
日
賞
之
日
、
「
文
之
気
質
、
不
減
於
長
松
也
」
。

宣
明
為
郭
振
判
官
、
使
至
三
姓
咽
麺
。
（
以
下
略
）

朕
還
観
前
載
、
歴
選
列
昨
、
莫
不
貴
此
得
人
、
崇
玄
多
士
。
猶
股
肱
之
佐
元
首
、
警
舟
揖
之
済
巨
川
。
若
夫
構
大
慶
者
、
採
衆
材
於
山
岳
、
善
為

国
者
、
求
異
人
於
管
庫
。

「
登
科
記
考
』
巻
三
、
垂
扶
二
年
の
条
に
、
顔
真
卿
「
顔
元
孫
神
道
碑
」
（
『
全
唐
文
』
巻
三
四
二
が
引
か
れ
、
こ
の
年
「
九
河
銘
」
、
「
高
松
賦
」

が
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

静
永
健
氏
の
『
白
居
易
「
訊
喰
詩
」
の
研
究
』
（
勉
誠
出
版
、
二
0
0
0
）
、
中
編
・
第
四
章
「
楓
諭
詩
の
読
者
層
！
｜
「
秦
中
吟
」
と
「
新
楽

府」

l
l」
を
参
照
。
ま
た
、
白
居
易
は
同
様
の
構
想
を
用
い
て
「
続
古
詩
」
其
四
（
『
白
氏
文
集
』
巻
二
）
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
白
居
易

の
友
人
で
あ
る
李
紳
は
「
寒
松
賦
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
一
四
五
、
草
木
三
所
収
）
に
棟
梁
と
な
れ
な
い
松
を
詠
い
、
元
横
「
松
樹
」
（
四
部
叢
刊

初
篇
所
収
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
こ
に
お
い
て
も
、
松
は
や
は
り
「
大
慶
」
を
支
え
る
棟
梁
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
る
。
松
に
対
し
て
、
こ
れ
ら

「
新
楽
府
」
の
作
者
た
ち
の
間
で
は
共
通
の
認
識
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
日
氏
文
集
』
巻
三
、
『
新
楽
府
」
序
に
、
元
和
四
年
、
左
拾
遺
と
な
っ
た
時
の
作
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

白
居
易
「
和
答
詩
」
に
つ
い
て
は
、
静
永
氏
前
掲
書
、
七
五
、
七
六
頁
を
参
照
。
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